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◇
三
中
地
区
市
民
委
員
会
の
活
動

５
月
に
三
中
地
区
市
民
委
員
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
挨
拶
、
議
長
選
出
、
議
事
次
第
に

従
っ
て
進
め
ら
れ
、
最
後
に
「
土
浦
市
ま
ち

づ
く
り
市
民
会
議
」議
長
の
川
又
文
夫
氏（
元

三
中
地
区
市
民
委
員
会
委
員
長
）
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
長
就
任
挨
拶

飯
嶋　
正
之　
（
荒
川
沖
西
二
丁
目
地
区
長
）

皆
様
に
は
、
委
員
会

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
三
中
地
区

市
民
委
員
会
委
員
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し

た
。
重
責
に
甚
だ
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
皆
様
や
役
員
の

方
々
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
地
区
市
民
委
員
会
は
「
地
域
ご
と

の
住
民
自
ら
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
区
長
を
は
じ

め
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

婦
人
学
級
な
ど
、
多
く
の
地
域
住
民
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。ま
た
、地
域
の
方
々

が
よ
り
力
を
合
わ
せ
て
活
動
で
き
る
よ
う

「
６
つ
の
専
門
部
会
」
に
分
か
れ
、
32
町
内

か
ら
実
に
３
２
５
名
も
の
部
員
が
選
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
13
年
に
設
立
さ
れ
て
以

来
、
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
に

よ
り
活
発
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
活
動
を
三
中
地
区
の
貴
重
な
財
産

と
し
て
、
私
た
ち
は
守
り
、
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
は
、地
域
住
民
の
皆
様
が
主
役
で
あ
り
、

住
民
の
交
流
と
融
和
を
深
め
る
市
民
委
員
会

の
活
動
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
も
住
み
よ
い
三
中
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
お

一
層
の
ご
協
力
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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「ヒットメロディーを歌おう」
のご案内

１０月２0日（土）
午後1：30～3：30

歌 声 喫 茶歌 声 喫 茶歌 声 喫 茶歌 声 喫 茶

　三中地区公民館
◆場　所

◆開催日
11月15日（木）
～18日（日）

　作品展示・芸能大会　等
◆内　容

　三中地区公民館
◆場　所

◆開催日

三中地区
文化祭のご案内
三中地区

文化祭のご案内
三中地区

文化祭のご案内

【
福　
祉　
部
】

部　
長

　
坂
場　
鉱
太
郎

荒
川
沖
西
二
丁
目

①「
な
が
み
ね
」
に
て
「
こ
う
ふ
く
バ
ラ
ン

ス
健
康
体
操
」
の
継
続
実
施

②
男
の
料
理
教
室
の
開
催
（
７
月
・
10
月
）

③
出
前
講
座
の
実
施
（
９
月
29
日
）

④
講
演
会
の
実
施
（
12
月
8
日
）

⑤
移
動
学
習
会
の
実
施
（
２
月
予
定
）

○
文
化
祭
で
は
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
減
塩
料
理

試
食
会
、
福
祉
の
店
等
を
予
定

【
安　
全　
部
】

部　
長

　
坂
寄　
ま
つ
江乙

戸
町

①
救
命
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
講
習
会
の
実
施

　
（
７
月
28
日
）

②
出
前
講
座
（
防
犯
）
の
実
施
（
10
月
14
日
）

③
第
５
回
「
歌
声
喫
茶
」
の
実
施

　
（
10
月
20
日
）
※

④
移
動
学
習
会
の
実
施
（
２
月
予
定
）

⑤「
わ
い
わ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
実
施

　
（
６
月
・
７
月
・
８
月
・
９
月
）
※

○
文
化
祭
で
は
芸
能
大
会
の
開
催
等

６
つ
の
各
専
門
部
の
活
動
計
画

６
つ
の
各
専
門
部
の
活
動
計
画



『
村
松
山
虚
空

蔵
堂
』
と
『
那

珂
湊
お
さ
か
な

市
場
』
で
す
。

植
物
公
園
ま
で

は
、
高
速
道
路

を
使
用
し
て
約

１
時
間
。
バ
ス

の
中
で
は
隣
席

の
参
加
者
と
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
退
屈
す
る

ま
も
な
く
到
着
し
ま
し
た
。
植
物
公
園
は
、

水
戸
県
庁
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。
園
内

は
テ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン
、
観
賞
大
温
室
、
熱
帯

果
樹
温
室
、植
物
館
、芝
生
園
、ロ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
、
湿
生
花
園
等
か
ら
な
る
洋
風
の
庭
園

で
す
。
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
ま
で
の
植
物
が
見

ら
れ
る
観
賞
大
温
室
と
熱
帯
果
樹
温
室
、
周

辺
の
自
然
に
あ
わ
せ
て
野
草
を
植
え
た
り
、

水
面
を
多
く
取
り
入
れ
、
水
の
流
れ
を
作
り

出
す
な
ど
、
自
然
美
と
人
工
美
の
調
和
し
た

景
観
が
す
て
き
で
し
た
。
門
を
く
ぐ
る
と
す

ぐ
に
両
側
に
花
の
植
え
ら
れ
た
オ
ー
バ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
に
な
り
、
落
水
と
回
廊
を
組
み
合
わ

せ
た
テ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン
へ
と
続
き
ま
す
。
そ

の
先
に
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
大
き
な
池
が
現

れ
、
そ
の
奥
に
大
温
室
が
見
え
て
き
ま
す
。

こ
の
温
室
は
、
近
く
に
あ
る
清
掃
工
場
の
余

熱
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
６
月
は
比
較
的
花

の
少
な
い
季
節
で
す
が
、
園
内
の
手
入
れ
も

行
き
届
き
、
通
路
脇
の
花
壇
に
も
見
頃
を
迎

え
た
花
々
に
植
え
替
え
て
あ
り
、
我
々
を
華

や
か
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
見
学
に
際
し
、
案
内
の
方

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
土
浦
出
身
の
方
が

２
名
来
て
頂
き
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

見
学
を
し
ま
し
た
。
単
に
園
内
を
廻
る
だ
け

で
す
と“
花
が
た
く
さ
ん
あ
る
ね
”で
終
わ
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
案
内
の
方
の
お

か
げ
で
、
草
花
、
温
室
内
の
植
物
、
薬
草
な

ど
の
説
明
と
共
に
、
当
日
咲
い
て
い
な
い
草

花
な
ど
の
説
明
も
あ
り
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
青
空
に
な

り
、
空
海
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
る
村

松
山
虚
空
蔵
堂
を
散
策
し
、
那
珂
湊
お
さ
か

な
市
場
で
、
晩
ご
飯
の
お
か
ず
を
た
く
さ
ん

買
い
込
ん
で
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
環
境
部
長　
西
村　
良
純

【
安
全
部
】
救
急
救
命
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
会

安
全
部
の
企
画
で
７
月
28
日
に
三
中
地
区

公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
「
荒
川
沖
消
防
署
」
の
方
２
名
で

し
た
。
受
講
者

は
研
修
会
と
は

い
え
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、

学
ん
だ
こ
と
を

常
に
心
掛
け
、

い
ざ
と
い
う
と

き
は
周
り
の
方

と
協
力
し
て
救

急
車
が
来
る
ま

で
教
護
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

取
材　
文
化
広
報
部

【
青
少
年
育
成
部
】
部
員
研
修
会

６
月
24
日
「
土
浦
市
青
少
年
の
家
」
に
お
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【
ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
】部　

長

　
山
崎　
俊
幸

荒
川
沖
南
区

①
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会
（
10
月
～
１
月

４
回
）

②
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
２
月
３
日
）

③
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催
（
10
月
28
日
）

④「
わ
い
わ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
実
施

　
（
６
月
・
７
月
・
８
月
・
９
月
）
※

⑤「
歩
く
会
」
体
協
と
共
催　
（
３
月
予
定
）

○
文
化
祭
で
は
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
の
開
催

【
環　
境　
部
】

部　
長

　
西
村　
良
純中

村
東
町

①
公
民
館
花
壇
の
整
備
…
花
壇
管
理
維
持
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

②
公
民
館
の
草
取
り（
５
月
・
６
月
・
９
月
）

③
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
（
５
月
）

④「
わ
い
わ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
実
施

　
（
６
月
・
７
月
・
８
月
・
９
月
）
※

⑤
ゴ
ミ
拾
い
大
作
戦
（
10
月
・
３
月
予
定
）

⑥
環
境
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施（
６
月
６
日
）

⑦
移
動
学
習
会
の
実
施
（
10
月
14
日
）

⑧
ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の
掲
示
（
11
月
）

⑨
土
浦
市
環
境
展
に
参
加

○
文
化
祭
で
は
農
産
物
の
即
売
、
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り
等

【
文
化
広
報
部
】

部　
長

　
相
川　
勇

中
村
東
町

①
公
民
館
だ
よ
り
「
う
ち
ら
」
の
発
行

　
（
10
月
・
３
月
予
定
）

②
移
動
学
習
会　

第
24
回
「
文
学
散
歩
」
の

実
施
（
９
月
12
日
）

③
第
5
回
「
歌
声
喫
茶
」
の
実
施

　
（
10
月
20
日
）
※

○
文
化
祭
で
は
児
童
作
品
の
展
示
等

【
青
少
年
育
成
部
】

部　
長

　
山
田　
由
美
子

西
根
南
三
丁
目

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
へ
の
協
力（
年
11
回
）

②
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
開
催
（
6
月
24
日
）

③
映
画
上
映
会
（
8
月
3
日
）

○
文
化
祭
で
は
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
の
開
催

注　
＊
は
共
催
事
業
で
す

今
回
は
、
三
つ
の
活
動
状
況
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

【
環
境
部
】
部
員
研
修
会

黒
い
雲
が
空
全
体
を
覆
っ
て
い
る
中
、
雨

粒
を
心
配
し
な
が
ら
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
目
的
地
は
『
水
戸
市
植
物
公
園
』、

専
門
部
の
活
動
状
況

専
門
部
の
活
動
状
況

専
門
部
の
活
動
状
況



い
て
青
少
年
育
成
部
の
部
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

９
時
半
か
ら
山
田
部
長
、
菅
原
副
部
長
、

鈴
木
副
部
長
ら
の
挨
拶
と
自
己
紹
介
が
あ
り

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
も
協
力
し
て
楽
し
い
企
画

が
進
み
ま
し
た
。

簡
易
綿
あ
め
製
造
と
バ
ラ
ン
ス
ト
ン
ボ
作

成
実
演
を
、
菅
原
副
部
長
に
指
導
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
綿
あ
め
製
造
実
演
は
ハ
ン
デ
ィ

扇
風
機
の
羽
根
部
を
取
り
除
い
た
モ
ー
タ
ー

を
空
き
缶
に
取
付
け
、
回
転
に
よ
っ
て
缶
の

穴
か
ら
綿
あ
め
が
噴
出
す
る
仕
組
み
で
し

た
。
そ
れ
を
割
り
箸
で
拾
う
味
は
甘
く
て
、

さ
く
さ
く
感
も
あ
り
な
か
な
か
お
い
し
く
、

簡
単
な
仕
掛
け
で
で
き
る
綿
あ
め
製
造
の
仕

組
み
が
子
ど
も
た
ち
も
大
人
も
関
心
し
ま
し

た
。バ

ラ
ン
ス
ト
ン
ボ
作
成
で
は
、
く
ち
ば
し

の
部
分
を
引
っ
掛
け
る
だ
け
で
ト
ン
ボ
が
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
落
下
し
な
い
一
品
で
す
。
本

来
は
竹
細
工
で
す
が
、
身
近
に
あ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
を
カ
ッ
ト
し
て
作
る
羽
根
と

シ
ッ
ポ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
重
さ

を
調
節
す
る

作
業
が
楽
し

い
と
こ
ろ
で

す
。
か
な
り

テ
ク
ニ
ッ
ク

を
要
し
ま
し

た
。お

な
か
が

鳴
り
ま
し
た

昼
食
は
先
に

仕
込
ん
で
お

い
た
カ
レ
ー
で
す
。
た
ま
ね
ぎ
、
豚
小
間
き

れ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん
じ
ん
な
ど
、
玉
ね

ぎ
の
煮
え
る
と
き
の
甘
い
香
り
と
、
カ
レ
ー

ル
ー
の
香
り
が
食
欲
を
誘
い
大
好
評
の
で
き

ば
え
で
し
た
。
野
外
で
食
べ
る
か
ら
旨
い
の

は
当
た
り
前
で
す
が
、
夏
野
菜
の
う
ま
み
が

す
ば
ら
し
く
美
味
で
し
た
。

最
期
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
の
指
導
で
、
ヘ

ル
シ
ー
ボ
ー
ル
の
特
訓
を
し
ま
し
た
。
ラ
グ

ビ
ー
ボ
ー
ル
の
さ
ら
に
大
型
サ
イ
ズ
の
ボ
ー

ル
を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
打
ち
合
う

ゲ
ー
ム
で
、
う
ま
く
相
手
コ
ー
ト
ま
で
届
か

な
い
難
し
さ
が
お
も
し
ろ
み
の
一
つ
で
す
。

来
年
２
月
に
協
力
指
導
し
て
く
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
健
康
部
が
大
会
を
開
催
計
画
中
で
す
。

チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
す
る
と
け
っ
こ
う
楽

し
い
で
す
。
各
町
内
へ
の
参
加
案
内
が
後
日

回
覧
さ
れ
ま
す
の
で
是
非
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

取
材　
文
化
広
報
副
部
長　
赤
川　
澄
信

荒
川
沖
小
地
区

荒
川
沖
小
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
は

９
町
会
単
位
の
子
ど
も
会
育
成
会
で
構
成
さ

れ
、
荒
川
沖
小
学
校
の
全
児
童
数
は
３
５
８

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。荒
川
沖
小
地
区
で
は
、

子
ど
も
会
育
成
会
と
土
浦
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
（
市
子
連
）
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

ま
た
、
関
係
団
体
と
の
連
絡
、
調
整
、
単
位

子
ど
も
会
育
成
会
の
相
談
相
手
と
し
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
６
名
、
東
一

丁
目
・
東
二
丁
目
で
活
動
し
て
い
ま
す
。（
他

の
町
会
で
１
名
育
成
会
の
活
動
に
参
加
し
た

い
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。）

今
年
度
活
動
計
画
は
、
３
月
に
総
会
・
バ

ザ
ー
説
明
会
。
５
月
に
バ
ザ
ー
・
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
講
習
会
。
６
月
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
地

区
大
会
。
８
月
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
中
央
大

会
・
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
（
２
日
間
）。
10
月

に
土
浦
市
子
ど
も
祭
り
（
荒
小
の
担
当
は
金

魚
す
く
い
）・
荒
小
の
単
独
行
事
の
親
子
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
。
１
月
に
土
浦
市
か
る

た
会
予
選
会
（
２
位
）。
２
月
に
土
浦
郷
土

か
る
た
中
央
大
会
（
平
成
22
年
・
23
年
は
優

勝
、
今
年
は
３
位
）・
次
年
度
新
役
員
講
習

会
で
す
。

以
上
が
今
年
度
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

連
合
会
と
し
て
単
位
子
ど
も
会
の
な
か
で
子

ど
も
リ
ー
ダ
ー
会
を
行
い
、
子
ど
も
の
目
線

で
物
事
を
考
え
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
魅

力
が
あ
り
、
楽
し
い
、
ど
の
子
も
参
加
し
た

く
な
る
よ
う
な
企
画
や
運
営
に
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
各
単
位
子
ど
も
会
育
成
会
の
方
々

の
声
を
聞
き
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
資

質
と
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
、
新
し
い

企
画
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
川
沖
小
地
区
会
長　
古
谷　
浩

乙
戸
小
地
区

本
連
合
会
は
、
昭
和
59
年
４
月
乙
戸
小
学

校
新
設
と
同
時
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
28
年

目
を
迎
え
ま

し
た
。
結
成

当
初
か
ら
子

ど
も
た
ち
と

活
発
な
活
動

を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に

応
じ
た
活
動

を
計
画
・
実

施
し
て
お
り

ま
す
。
最
近
の
主
な
行
事
は
、
夏
、
秋
、
冬

の
季
節
ご
と
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
夏
の
行

事
は
「
乙
戸
小
学
校
プ
ー
ル
開
放
」。
暑
い

夏
休
み
の
開
始
と
同
時
に
、
乙
戸
小
学
校
に

プ
ー
ル
を
開
放
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
が
プ
ー
ル
で
元
気
に
遊
べ
る
よ
う
、
救
急

救
命
講
習
会
を
受
講
し
た
父
母
が
監
視
当
番

を
し
て
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
は
温
暖

化
の
影
響
な
の
か
好
評
で
、
10
日
間
の
期
間

中
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
延
べ
８
０
０
名

ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
お
り
ま

す
。秋

の
行
事
は
、
身
近
な
「
青
少
年
の
家
」

で
の
「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」。
飯
盒
炊
飯
で
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
、
火
起
こ
し
体
験
、
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
遊
び
等
を
、
親
子
で
体
験
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
特
に
父
親
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
お
り
、
昨
年
度
は
大
人
、
子
ど
も
合

計
１
６
０
名
の
参
加
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

結
成
当
初
の
「
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
」
か
ら
形
態

は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
一
日
を
通
し
て
親
子

で
ふ
れ
あ
え
る
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

冬
は
、「
乙
戸
小
地
区
か
る
た
大
会
」。
２

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
取
り
組
み

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
取
り
組
み

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
取
り
組
み
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月
頃
に
開
催
さ
れ
る
、
土
浦
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
主
催
の
「
土
浦
郷
土
か
る
た
中
央

大
会
」
へ
の
出
場
を
か
け
白
熱
し
た
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重

し
、
保
護
者
の
方
や
乙
戸
小
学
校
地
区
の
地

域
の
皆
様
と
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り

良
い
環
境
を
提
供
す
べ
く
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

乙
戸
小
地
区
会
長　
松
本　
信
一

中
村
小
学
校
地
区

中
村
小
学
校
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

（
略
称  

中
子
連
）
は
、
11
単
位
子
ど
も
会
育

成
会
で
構
成
さ
れ
、平
成
24
年
４
月
現
在
で
、

子
ど
も
会
会
員
数
は
３
４
１
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

中
子
連
で
は
、
４
つ
の
行
事
を
柱
に
年
間

事
業
の
計
画
を
立
て
、
楽
し
く
実
り
あ
る
活

動
が
で
き
る

よ
う
進
め
て

い
ま
す
。
５

月
に
は
１
年

生
歓
迎
会
を

実
施
し
、
１

年
生
と
高
学

年
が
一
緒
に

紙
ひ
こ
う
き

を
作
り
、
飛

ば
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
８
月
に
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

中
央
大
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
町
内
編
成

で
つ
く
ら
れ
た
３
つ
の
チ
ー
ム
が
汗
を
流
し

練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
11
月
に
は

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
地
区
ご

と
に
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
手
づ
く
り
の
遊

び
を
設
置
し
、
６
年
生
が
進
行
す
る
行
事
が

あ
り
、
準
備
に
大
忙
し
で
す
。
更
に
、
12
月

中
旬
に
は
土
浦
郷
土
か
る
た
地
区
大
会
が
青

少
年
の
家
で
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
、

市
子
連
事
業
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
、
協

力
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
連
合
会
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
魅
力
が
あ
り
、
育
成
会
の
方
々
の
声
を

聞
き
な
が
ら
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。中

村
小
学
校
地
区
会
長　
宇
野　
理
絵

　「
丁
目
」
と
い
う
区
切
り
を
超
え
る

　

夏
祭
り
『
浦
南
（
ほ
な
み
）』

も
っ
と
地
域
の
交
流
の
場
を
増
や
そ
う
、

と
以
前
行
わ
れ
て
い
た
夏
祭
り
を
復
活
さ
せ

た
の
が
４
年
前
。
そ
し
て
今
年
は
そ
の
復
活

か
ら
５
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

土
浦
市
の
南
部
と
い
う
こ
と
で
こ
の
名
を
つ

け
ま
し
た
が
、
町
内
の
垣
根
な
く
み
ん
な
で

楽
し
み
た
い
と
い
う
願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、
実
行
委
員
会
は
中
村
南
五
丁

目
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
が
他
の
町
内
か
ら

の
参
加
者
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

山
車
は
隣
接
町
内
協
力
の
も
と
各
町
内
の
公

民
館
を
通
る
巡
行
コ
ー
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

世
代
を
超
え
、
老
若
男
女
、
そ
し
て
「
丁

目
」
と
い
う

区
切
り
を
無

く
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ

と
が
我
々
、

浦
南
夏
祭
り

実
行
委
員
会

の
目
標
な
の

で
す
。
急
速

に
発
展
し
続

け
る
現
代
社

会
に
お
い
て
人
の
力
だ
け
で
山
車
を
引
い
て

い
く
と
い
う
経
験
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
協

調
し
て
楽
し
む
こ
と
を
学
ば
せ
る
良
い
機
会

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
子
供
た
ち

が
成
長
し
て
文
化
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
ま

で
、
我
々
大
人
は
そ
の
火
を
絶
や
さ
な
い
で

灯
し
続
け
る
、
そ
れ
が
義
務
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

考
え
や
思
い
は
こ
こ
で
伝
え
き
れ
な
い
ほ

ど
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
祭
り
で
す
。

細
か
い
こ
と
は
抜
き
に
し
て
ま
ず
は
「
楽
し

む
」
こ
と
が
大
事
。
み
ん
な
で
か
け
声
出
し

て
、
笑
っ
て
盛
り
上
が
る
。
１
年
の
内
、
２

日
間
だ
け
で
も
普
段
た
だ
通
り
過
ぎ
て
い
く

だ
け
の
路
地
を
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
み

ん
な
で
賑
や
か
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
我
々
浦
南
夏
祭
り
実
行
委
員
会

は
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
更
な
る
発
展

を
目
指
し
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を

願
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
思
い
出
は
み
ん
な

で
共
有
し
た
い
も
の
で
す
か
ら
。

浦
南
夏
祭
り
実
行
委
員
長　
篠
崎　
剛
志

中
村
南
一
丁
目
＆
五
丁
目
夏
祭
り

７
月
21
、
22
日
、
恒
例
の
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
30
周
年
記
念
と
言
う

事
で
役
員
始
め
町
内
一
同
、
歳
月
の
流
れ
と

祭
り
の
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

初
日
子
供
神
輿
が
10
時
よ
り
安
全
祈
願
の

あ
と
町
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。
元
気
な
子
供

達
の
明
る
い
声
、
神
輿
を
か
つ
ぐ
人
、
太
鼓

を
た
た
く
人
、
奉
納
箱
を
持
つ
人
、
み
ん
な

で
協
力
し
合
っ
て
掛
け
声
を
か
け
る
人
、
そ

れ
ぞ
れ
役
割
は
ち
が
う
け
れ
ど
、
一
所
懸
命

で
す
。
未
来
の
あ
る
子
供
達
頑
張
れ
！
フ
ァ

イ
ト
！
お
昼
は
う
ど
ん
に
天
ぷ
ら
、
４
時
か

ら
は
ス
イ
カ
割
り
、
夕
方
５
時
か
ら
夜
店
の

始
ま
り
、
焼
き
ソ
バ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
そ
の
他
盛
り
沢
山
、

公
民
館
の
敷
地
が
と
こ
ろ
狭
し
と
溢
れ
る
ば

か
り
の
人
だ
か
り
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

祭
り
の
囃
子

と
子
供
た
ち

の
は
し
ゃ
ぐ

声
、
な
つ
か

し
い
人
と
の

出
会
い
、
祭

り
は
う
れ
し

い
も
の
で
す
。

２
日
目
は
午

後
よ
り
山
車

の
巡
行
で
す
。

夏
祭
り
は
中

村
町
内
唯
一

の
神
田
囃
子

祭
り
は
地
域
の
ふ
れ
あ
い

祭
り
は
地
域
の
ふ
れ
あ
い

祭
り
は
地
域
の
ふ
れ
あ
い
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保
存
会
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
５
丁
目
と
の

共
演
で
巡
行
し
ま
し
た
。

５
丁
目
の
お
神
楽
も
み
ご
と
で
す
。
ガ
ー

ド
マ
ン
、
お
巡
り
さ
ん
、
そ
れ
に
町
内
の
力

強
く
や
さ
し
い
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
お
囃
子
の
音
色
と
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
引

く
山
車
は
子
供
心
に
や
さ
し
さ
と
郷
土
の
思

い
出
と
し
て
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
残
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

山
車
の
巡
行
が
戻
っ
て
来
る
頃
、
婦
人
ク

ラ
ブ
員
の
お
母
さ
ん
達
の
カ
レ
ー
が
ま
っ
て

い
ま
す
。
夜
８
時
か
ら
は
お
楽
し
み
抽
選
会

で
す
。
山
車
の
上
か
ら
は
恵
比
寿
様
に
扮
し

た
お
神
楽
が
大
き
な
鯛
を
釣
り
あ
げ
る
と
、

祭
り
実
行
委
員
会
、役
員
さ
ん
方
が
餅
ま
き
、

お
ひ
ね
り
と
祭
り
は
絶
好
調
、
次
は
抽
選
会

と
、
町
内
み
な
で
協
力
し
合
っ
た
楽
し
い
夏

祭
り
も
無
事
終
了
、皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

中
村
南
一
丁
目
文
化
広
報
部
員　
高
山
愛
子

西
根
南
一
丁
目　
　
　

７
月
28
日

西
根
南
二
丁
目　
　
　

８
月
４
日

荒
川
沖
西
区　

７
月
28
日
・
29
日

中
村
東
町　
　
　
　
　

７
月
28
日

中
荒
川
沖
町　

７
月
14
日
・
15
日

乙
戸
町　
　
　

７
月
28
日
・
29
日

東
の
ま
つ
り　

７
月
14
日
・
15
日
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今
年
４
月
に
高
齢
福
祉
課
か
ら
異
動
し
て

参
り
ま
し
た
。
公
民
館
で
の
仕
事
は
慣
れ
な

い
こ
と
ば
か
り
で
、
毎
日
緊
張
の
連
続
で
す

が
、う
れ
し
い
こ
と
の
連
続
で
も
あ
り
ま
す
。

同
好
会
や
講
座
、
市
民
委
員
会
、
体
育
協
会

等
の
事
業
を
通
し
て
地
域
の
皆
様
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
、
温
か

い
笑
顔
や
お
気
遣
い
を

い
た
だ
け
る
か
ら
で
す
。

皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
よ
り
地
域
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
公
民
館
と
な
る
よ
う
、
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
の
花
壇
が
綺
麗
に
整
備
さ

れ
て
い
る
の
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
花

が
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
毎
日
の
出
勤
の

楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
民
館
を
訪
れ

る
方
々
に
対
し
て
も
、
き
っ
と
心
を
癒
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
優
し
さ
に
包
ま
れ
、

花
に
包
ま
れ
た
三
中
地
区
公
民
館
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
公
民
館
は

生
涯
学
習
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。

お
子
様
か
ら
高
齢
者
の
皆
様
ま
で
、
多
く
の

方
々
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
私
も
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
　
主
事
　
平
本
　
容
子

「
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
主
催

に
よ
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

及
び
「
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た
た
え
る
表

彰
」
の
表
彰
式
が
８
月
22
日
国
民
宿
舎
「
水

郷
」
で
開
催
さ
れ
、
三
中
地
区
か
ら
は
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た
た
え
る
表
彰

【
個
人
の
部
】（
敬
称
略
）

安
藤　

幸
一
（
北
荒
川
沖
町
）

文
化
の
振
興
（
13
年
）

今
井　

孝
治
（
中
村
南
四
丁
目
）

奉
仕
・
防
犯
活
動
（
31
年
）

栗
原　

利
光
（
中
村
南
二
丁
目
）

環
境
美
化
（
10
年
）

湯
原　

力
（
荒
川
沖
）　

防
犯
活
動
（
７
年
）

【
団
体
の
部
】

荒
川
沖
西
三
丁
目　

千
寿
会

　
　
　

代
表　

高
坂　

一
之

奉
仕
・
防
犯
活
動
（
13
年
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル

【
地
域
の
部
】

最
優
秀
賞　

三
中
地
区
市
民
委
員
会

最
優
秀
賞　

荒
川
沖
東
一
丁
目
熟
年
会

優
秀
賞　

中
村
南
五
丁
目
さ
わ
や
か
会

優
秀
賞　

北
荒
川
沖
町
自
治
会

優
良
賞　

中
村
南
三
丁
目
三
和
ク
ラ
ブ

優
良
賞　

中
村
南
三
丁
目
か
け
は
し
会

優
良
賞　

土
浦
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
が
み
ね

【
学
校
の
部
】

最
優
秀
賞　

土
浦
市
立
荒
川
沖
小
学
校

優
秀
賞　
　

土
浦
市
立
東
小
学
校

『
糸
山
選
手
』
は
三
中
地
区
出
身

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
は
世
界
５
位
に
終
わ
っ
た

が
注
目
は
『
糸
山
真
与
』
選
手
で
す
。

１
９
９
１
年
11
月
１
日
生
ま
れ
20
才
。
乙

戸
小
、
土
浦
第
三

中
を
卒
業
し
た
。

ほ
ぼ
毎
日
、
片
道

２
時
間
か
ら
２
時

間
半
か
け
て
、
都

内
や
横
浜
市
な
ど

の
プ
ー
ル
へ
通
い
、

帰
宅
は
毎
晩
11
時

頃
だ
っ
た
。
取
手

市
の
聖
徳
大
附
属

聖
徳
高
（
現
・
聖

徳
大
附
属
取
手
聖

徳
女
子
高
）
３
年

時
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
シ
ン

ク
ロ
の
ソ
ロ
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
の
２
部
門
で
優

勝
し
た
。
現
在
、
日
本
体
育
大
に
在
学
中
。

う
ち
ら
の
町
の
そ
の
後

私
た
ち
の
町
で
は
、
集
会
所
で
あ
る
児
童

公
民
館
と
そ
の
周
辺
が
、
季
節
の
花
に
彩
ら

れ
、
い
つ
も
目
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
治
会
婦
人
部
会
が
、
各
部
会
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
町
内
美
化
活
動
の
一

環
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
町
を
よ
り
美
し
く
爽
や
か
に
、

そ
し
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
、

数
年
来
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
町
内
の
道

路
は
狭
く
、

道
に
沿
っ
て

植
え
る
こ
と

は
む
ず
か
し

い
。
そ
こ
で

み
ん
な
が
利

用
す
る
児
童

公
民
館
を
中

心
に
し
て
お

り
ま
す
。
こ

と
し
は
ゴ
ミ

集
積
所
の
わ

ず
か
な
空
間

に
も
小
さ
く
植
え
込
む
な
ど
、新
し
い
試
み
、

工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
大
変
な
の
は
日
々
の

管
理
、
部
会
員
の
み
な
さ
ん
が
手
分
け
し
な

が
ら
、
水
や
り
や
見
回
り
を
続
け
て
お
り
、

そ
の
ご
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
集
会
所
に

集
う
町
の
ひ
と
た
ち
も
、
そ
の
美
し
い
花
々

に
心
和
ま
せ
て
い
る
様
子
で
す
。

西
根
南
一
丁
目
　
文
化
広
報
部
員

た
く
さ
ん
の
話
題
が
紙
面
い
っ
ぱ
い
と
な

り
ま
し
た
。
本
誌
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
市

民
体
育
祭
に
向
け
、
猛
暑
の
夏
を
乗
り
切
っ

た
思
い
を
ぶ
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
記
事
の
寄
稿
な
ど
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
　
編
集
担
当
　
赤
川
澄
信

公
民
館
の
新
任
ご
挨
拶

公
民
館
の
新
任
ご
挨
拶

公
民
館
の
新
任
ご
挨
拶

公
民
館
の
新
任
ご
挨
拶

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
受
賞
受
賞

編
集
後
記


